
　
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
学
校
の

抱
え
る
課
題
は
、
複
雑
化
・

多
様
化
す
る
一
方
で
、
保
護

者
に
お
い
て
も
働
き
方
や
価

値
観
も
変
わ
り
、
家
族
形
態

も
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
的

と
し
た
活
動
や
、
そ
の
た
め

の
会
員
相
互
の
学
び
、
学
校

支
援
活
動
や
地
域
の
諸
活
動

な
ど
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
役
割

を
担
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
本
町
の
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
は
。

　
　
　
共
働
き
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
が
増
え
、Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
自
体
が
縮
小
化
傾
向

に
あ
る
。

問

本
町
の
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
は

縮
小
化
傾
向
に
あ
る

　
　
昨
年
よ
り
草
木
小
学
校

に
導
入
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
効
果
と
今
後

は
。
　
　
　
個
別
支
援
が
必
要
な

授
業
で
、
地
域
の
方
の
支
援

あ
り
、大
変
助
か
っ
て
い
る
。

地
域
行
事
に
参
加
し
た
教
員

は
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
、

学
校
の
相
互
交
流
の
大
切
さ

を
感
じ
、
良
い
相
乗
効
果
が

あ
っ
た
。
令
和
７
年
度
よ
り

各
小
学
校
区
に
、
順
次
展
開

し
、
学
校
運
営
に
既
存
の
組

織
団
体
の
強
み
と
地
域
の
声

を
積
極
的
に
生
か
し
な
が
ら
、

学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
各
校
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問答

答

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

町道維持保全整備の進め方は
切実な課題はあるが、適切な管理に努める

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを
全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに

　
国
土
交
通
省
に
よ
れ
ば
、

日
本
全
体
の
道
路
構
成
と
し

て
延
長
距
離
比
率
は
、
令
和

３
年
３
月
31
日
時
点
で
、

幹
線
道
路
と
し
て

　
国
道　
約
５
・
３
％

　
県
道　
約
10
・
６
％

生
活
道
路
と
し
て

　
市
町
村
道　
約
84
・
１
％

と
な
っ
て
お
り
、
市
町
村
道

の
管
理
が
圧
倒
的
に
多
い
。

道
路
の
老
朽
化
に
つ
い
て
地

方
自
治
体
で
は
、「
管
理
す

る
道
路
施
設
が
多
い
わ
り
に
、

土
木
技
術
者
が
不
足
し
て
い

る
な
ど
、
抱
え
て
い
る
課
題

も
多
い
。
特
に
小
さ
い
町
村

で
は
、
そ
の
傾
向
が
強
く
、

財
政
不
足
・
職
員
不
足
等
が

課
題
で
あ
る
。」
と
公
表
し

て
い
る
。

　
　
本
町
の
道
路
構
成
は
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
１
日

現
在
で

実
延
長
33
万
７
，２
７
１
ｍ
。

　
県
道　
約
８
％

　
町
道　
約
92
％

で
あ
る
。

　
　
町
道
の
具
体
的
管
理
方

法
は
。

　
　
　
道
路
舗
装
修
繕
計
画

等
の
諸
計
画
を
基
に
修
繕
を

行
い
、
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
協
定

問問 答答

を
締
結
し
た
郵
便
局
か
ら
の

報
告
に
よ
り
、
事
故
防
止
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
区

や
町
民
か
ら
の
連
絡
に
対
し

て
は
順
次
補
修
等
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
町
道
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
が
、
道
路
と
し
て
機

能
し
て
い
な
い
場
合
の
処
置

は
。
　
　
　
地
区
や
町
民
に
と
っ

て
道
路
と
し
て
必
要
が
な
け

れ
ば
、
町
道
の
廃
止
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
土
地

所
有
者
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発

生
す
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

　
　
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に

向
け
、
で
き
る
対
策
は
。　

　
　
　
建
築
行
為
等
を
す
る

場
合
の
後
退
用
地
だ
け
で
な

く
、
路
線
全
体
を
拡
幅
で
き

る
よ
う
隣
接
の
地
権
者
に
も

制
度
の
周
知
を
行
い
、
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
整
備
を

行
う
こ
と
で
解
消
に
つ
な
げ

ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
の
中
で
重
大
な
道
路
管
理

の
今
後
の
課
題
は
。

　
　
　
財
政
力
不
足
、
技
術

系
職
員
の
不
足
や
建
設
業
界

の
高
齢
化
等
に
よ
る
人
手
不

問問問 答答答

足
は
、
切
実
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
、
県
の
補
助
金

を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
必

要
な
予
算
を
確
保
し
、
適
切

に
道
路
管
理
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

東
部
小
学
校
で
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
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